
 

 

  

今年度もいよいよ明日で終了です。今年度は体育祭を初めとする全ての行事 

が予定どおり開催され、久しぶりにみんなの全快の笑顔が戻ってきて、心から 

嬉しく思います。皆さんの協力のおかげで、なんとか令和５年度も無事終える 

ことができそうです。本当にありがとう！もう聞き飽きたフレーズだと思いま 

すが【清らかな心と凛とした態度で未来の夢を語れ」これは私が皆さんに求め 

る生徒像です。美しいものを見て、美しいと感じる心。悲しんでいる人を見て、 

相手に寄り添う事ができる心。そんな「清らかな心」をもちつつも、背筋をピン 

と伸ばし、凜々しく前を向いて歩んでいって欲しいと思います。来年度は皆さん 

が今の自分より少しだけでもいいので、ステップアップした自分になれるよう、 

心からそう願っています     

  

 

 

 

去った、１６日本校吹奏楽部がともかぜ会館において、３年ぶりの定期演奏会を開催しました。新型コロナウ

イルスの影響により、しばらく発表の機会を失ってきましたが、今年度は無事開催できる運びとなりました。久    

しぶりの定期演奏会であったにもかかわらず、吹奏楽部の皆さんは日頃の練習成 

果を十分に発揮し、素晴らしいパーフォーマンスを披露してくれました。保護者 

生徒、先生方等多くの観客が訪れ、美しい音色に 

酔いしれました。「音楽は人の心を豊かにしてく 

れます」また、本校吹奏楽部は令和６年度全国 

高等学校文化祭への派遣推薦もうけています。 

今後、益々目の離せない小禄高校吹奏楽部の皆 

さんです。 

  

 

 

 

  

 

ある本でこんな話を目にしました。オリンピックが終わって帰国した選手のなかには、心理学者が POD（オリ

ンピック後の鬱状態）と呼んでいる状態に陥る人がいるそうです。つまり、世界最高峰の舞台を目標に日々、トレ

ーニングを積み重ね、成功の絶頂を極めたことによって、さらなる高い目標がなくなり、人生の意味を失ってし

まったという事です。私たちにも同じことが言えるのではないでしょうか。小さな目標でもいい、それが達成で

きたら、次のワクワクする目標を立てる。そしてまた・・・ずっと目標をもち続けましょう     

 

校門を入ると右手にある 

  

垂れ幕 

 


